
 

 

 

 

 

 

 学習の秋、運動の秋、充実した日々を・・・ 

朝夕の気温も下がり、過ごしやすい季節になりました。黄金色の稲穂や稲刈りの進む風景を見ている

と、実り多い秋の訪れを感じられます。学校では、子どもたちが日々の学びを積み重ねながら、元気に

学校生活を送っています。 

さて、10 月末には子どもたちが楽しみにしている運動会があります。本番までの約一か月間、どの学

年も精いっぱいになって、演技や競技に打ち込みます。練習期間中、私たち教職員一同、子どもたちを

励ましながら、運動会本番に練習してきたことすべてを出せるように取り組んでまいります。ご家庭に

おかれましては、規則正しい生活を心がけ、お子様の体調管理にご留意いただきますようお願いいたし

ます。 

全国学力・学習状況調査の結果とその分析について 

4 月 23 日（木）に 6 年生を対象に実施した全国学力・学習状況調査の結果が返却されました。本校の

平均正答率を全国のものと比較してみると、国語科・算数科とも５ポイント程度上回っている結果とな

りました。また、もう少し詳細な結果分析から、国語科では「知識及び技能」の分類で高い値を示す一

方、「思考力・判断力・表現力」の分類に課題があることがわかりました。また、算数科においては、「知

識及び技能」「思考力・判断力・表現力」の両分類に差はなく、まんべんなく力を発揮できていました。 

これらの結果分析により、本校では基礎的・基本的な内容の確実な習得と定着を図っていくこと、そ

して、「思考力・判断力・表現力」の習得のために、話し合い活動や集団での意見交流を通じて、主体的

で深い学びを実現すること、この 2 つを学習の中心に据え、子どもたちの学びを支えたいと考えていま

す。保護者の皆様には、家庭学習等において、今まで同様のご理解とご協力をよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月の主な予定  
1 日（日）運動会予備日  2 日（月）代休  ５日（木）委員会（6 限：5・6 年）   

９日（月）諸費振替①  13 日（金）遠足  18 日（水）クラブ（5 限：4～6 年） 

20 日（金）諸費振替②  20 日（金）～21 日（土）修学旅行（6 年）  24 日（火）6 年代休 

25 日（水）校内研究授業（2-2 は 14:45 下校、その他のクラスは 13:30 下校） 

 

運動会でのお願い 

 運動会の観覧では、優先観覧ゾーン利用の際に必要になりますので、学年ごとに色分けされた入校

証を持参いただきますようお願いいたします。 

田 尻 町 立 小 学 校 
校 長  松藤 隆志 

令和８年９月３０日発行 

１０月号（№６） 

令和 8 年度 10 月行事予定（変更する場合があります。） 

日 曜 10 月行事予定等 
下校時刻 

1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 

1 木 委員会活動（6限：5・6年） Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ 

2 金 林間学校（5年） 居住地交流会（4年） Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ  Ｃ 

3 土 林間学校（5年） 5年生は 14：20頃漁港で解散 

5 月 後期時間割スタート 【5年代休】 Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ  Ｃ 

6 火 児童集会 Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ 

7 水 諸費振替（1回目） Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 

8 木 稲刈り交流（3年） Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ 

9 金  15：30下校 

12 月 スポーツの日 

13 火 メガ休憩 Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ 

14 水 運動会係活動打合せ①（5・6年） Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ 

15 木  Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ 

16 金  Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ 

19 月 児童集会 Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ 

20 火 諸費振替（2回目） Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ 

21 水 クラブ（4～6年） Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ 

22 木  Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ 

23 金 職員研修のため午前中授業 13：00下校 

26 月  Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ 

27 火  Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ 

28 水 運動会係活動打合せ②（5・6年） Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ 

29 木 運動会予行 Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ 

30 金 運動会準備（5・6年） 1～4年 13：25下校  5・6年 14：45下校 

31 土 運動会 11：45頃閉会予定 

※下校時刻 4 時間授業：13:40 頃（A） 5 時間授業：14:45 頃（B） ６時間授業：15:40 頃（C）   校種間連携  ～特色ある取組み⑤～ 

田尻町には、こども園、小学校、中学校が１つずつしかありませんが、それらが密に結びつき連携し

ていることが強みでもあります。異校種交流を活性化することで、子どもたちの自己肯定感や自己有用

感など、心の育成に繋げることができます。そして、教師間の合同研修会や相互参観など校種間連携を

密にすることで、子ども一人ひとりの学びの連続性を確保し、校種間の段差をなくすこともできます。 

1 学期に実施した３校園の合同避難訓練、2 学期（予定も含む）の園児・児童の交流（3 年：田植え・

稲刈り体験、1 年：園児の小学校給食体験など）、中学校運動会への児童参加（6 年）、教職員による合

同人権研修会や相互参観などはほんの一例です。 

田尻町では、近い将来のこども園、小学校、中学校の一貫教育に向けて、進み始めています。小学校

もコンパクトな環境をいかし、今まで以上に校種間連携を活性化させたいと考えています。 


